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スムーズな診察が行えるよう再診は予約が原則となっております。

PC、スマートフォンから24時間再診予約できます
予約の確認や日時変更、キャンセルもできますのでぜひご利用ください。

https://3713721. jp

再診予約のお願い

当院から皆様へのお願い

●ご自身の健康に関する情報はできるだけ正確にお伝えください。
●治療に関して充分に質問をして、理解した上で治療をお受けください。
●当院からお渡しする書類がご本人のものか必ずご確認ください。
●他の患者様や、当院の診療に支障をきたすことがないよう、病院のルールや
　社会的ルール、病院職員の指示をお守りください。

受付は3日前の14：00まで（休診日を除く）

安全でよりよい医療を実現するため、
医療従事者だけではなく皆様のご協力が必要です。

98日（14週）前から予約可

　医師は、診断、治療方針について
患者の皆様が納得いくまで説明を
行っております。もし、納得できない
こと、分からないことがあれば、医師
にご遠慮なくお尋ねください。医師
から提案された治療法に納得がい
かない場合は拒否できます。この際、
当院では代わりにどのような治療法
があるかを明確にご説明いたしま
す。なお、医学的に妥当ではない治
療は当院では行っておりませんの
で、あらかじめご了承ください。

インフォームド・
コンセントの徹底

　当院では相性の良い医師を探すことが
できます。何かご不満がある場合には他
の医師に変更することが可能です。また、
担当以外の医師に相談することもできま
す。ご希望の方は各階の受付にお申し出
ください。

患者の皆様による
医師の選択 　必要に応じ、当院から他の

医療機関へのご紹介を行って
おります。他の医療機関にか
かっておられる方でも、当院に
現在の治療法で良いか相談し
ていただけます。治療は今ま
でどおりの医療機関で受けて
いただいて問題ありません。

他院との連携

　当院では、診断名、治療法、今後の
見通しについて、はっきりありのまま
告げる方針にしています。患者の皆様
が本当のことを知って治療を受けら
れることが大切だと考えるからです。

病名告知の徹底

　当院は、医療相談室を設置しておりま
す。病気のことはもちろん、個人的なお悩み
（ご自身の心の問題、ご家族や職場のお悩
み等）の他、治療についての不満や、直接医
師には言いにくいこと等、どのような内容
でもお気軽にご相談ください。当院にはカ
ウンセリングセンターも設置しています。ご
希望により医師を通じて紹介いたします。
ご希望の方は各階の受付にお申し出くだ
さい。

医療相談室の設置

　当院では、個人情報の保
護に積極的に取り組んでお
り、個人情報の利用目的に
関して皆様に公開しており
ます。また、当院が有する個
人情報はご本人へ開示して
います。ご不明な点があれ
ば、各階の受付にお気軽に
ご相談ください。

個人情報の保護と
情報開示

当院の方針

◆PC・スマートフォンの方はこちら

078-371-0489◆予約専用ダイヤル（受付 8：30～17：00）
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 特集 ／
隈病院初の

内科出身院長として就任

赤水尚史新院長の
目指す未来とは？
隈病院 栄養科こだわりのバランスレシピ

ストレスに負けない身体づくりを
『棒棒鶏（バンバンジー）』

神戸の楽しい歩き方

神戸の“大自然”でリフレッシュ
～神戸どうぶつ王国～

お薬ノート
ヨウ素って何？

検査を読み解く
コンピュータ断層撮影（CT）検査について

2022年
6月4日（第1土曜）

外来休診

6月11日（第2土曜）
通常診療

11月1日（火）～2日（水）
休診

11月5日（第1土曜）
外来休診

11月12日（第2土曜）
通常診療

8月13日（土）～15日（月）
夏期休暇

12月29日（木）～2023年1月5日（木）
年末年始休暇

12月28日（水）
午後休診

なお、各医師の休診日は個別に
お問い合わせください。

休診のお知らせ



　

2
0
2
2
年
4
月
よ
り
、新
院
長
に
着
任
い

た
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
、外
科
出
身
の
医
師
が

院
長
を
歴
任
し
て
き
た
隈
病
院
に
と
っ
て
、初
め

て
内
科
出
身
の
医
師
と
し
て
、私
が
院
長
と
な

る
わ
け
で
す
が
、こ
れ
ま
で
隈
病
院
が
積
み
重
ね

高
め
て
き
た
医
療
を
、こ
れ
か
ら
は
内
科
と
外

科
の
垣
根
な
く
さ
ら
に
広
い
視
点
か
ら
磨
き
、患

者
さ
ん
に
対
し
て
最
良
の
選
択
を
幅
広
く
提
供

で
き
る
病
院
と
し
て
発
展
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。ま
ず
は
、私
の
自
己
紹
介
と
今
後

の
抱
負
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

父
親
が
医
者
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、漠
然
と

医
師
に
な
ろ
う
と
医
学
部
に
進
み
ま
し
た
。当

時
は
ま
だ
、こ
れ
と
い
う
専
門
分
野
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

甲
状
腺
と
の
出
会
い
は
1
9
8
0
年
、京
都

大
学
医
学
部
を
卒
業
後
の
こ
と
で
し
た
。京
都

大
学
元
総
長
の
井
村
裕
夫
先
生
が
当
時
教
授
を

務
め
ら
れ
て
い
た
第
2
内
科
に
入
局
し
た
私
は
、

そ
の
中
心
と
な
る
内
分
泌
領
域
を
専
攻
し
ま
し

た
。医
学
を
探
究
し
て
い
く
中
で
、全
身
に
関
わ

る
診
療
科
に
進
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
私
に
と
っ
て
、特
に〝
全
身
を
診
る
〞こ
と

に
フ
ィ
ッ
ト
し
て
い
た
の
が
甲
状
腺
を
含
む
内

分
泌
領
域
で
し
た
。

　

そ
の
後
、神
戸
市
立
中
央
市
民
病
院（
現
・
神

戸
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
中
央
市
民
病
院
）内
科

で
臨
床
研
修
を
行
い
ま
す
が
、当
時
の
部
長
で

あ
る
森
徹
先
生
が
甲
状
腺
を
専
門
に
さ
れ
て
お

り
、甲
状
腺
診
療
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
こ
か
ら
本
格

的
に
甲
状
腺
内
科
医
と
し
て
の
私
の
キ
ャ
リ
ア

が
始
ま
り
ま
す
。以
降
、京
都
大
学
や
倉
敷
中

央
病
院
、和
歌
山
県
立
医
科
大
学
、米
国
国
立

衛
生
研
究
所（
N
I
H
）な
ど
の
施
設
で
長
年

に
わ
た
り
甲
状
腺
疾
患
の
研
究
や
診
療
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　　

私
の
恩
師
で
あ
る
森
徹
先
生
と
、隈
病
院
の

院
長
だ
っ
た
隈
寛
二
先
生
の
お
二
人
が
立
ち

上
げ
た
の
が
、現
在
も
続
く
神
戸
甲
状
腺
研
究

会（
本
年
２
月
で
第
1
1
5
回
を
数
え
て
い
ま

す
）で
す
。そ
こ
で
初
め
て
、寛
二
先
生
に
お
会

い
し
、隈
病
院
と
の
縁
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、2
0
2
0
年
か
ら
隈
病
院
に
入
職

し
ま
し
た
が
、そ
の
き
っ
か
け
は
前
院
長
で
現

名
誉
院
長
の
宮
内
先
生
か
ら
直
接
お
誘
い
を
い

た
だ
い
た
こ
と
で
す
。お
話
を
い
た
だ
い
た
と
き

は
、こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
甲
状
腺
に
関
す
る

臨
床
や
研
究
の
経
験
を
生
か
す
こ
と
に
よ
っ
て

隈
病
院
に
貢
献
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、学

会
や
論
文
な
ど
の
学
術
活
動
も
継
続
で
き
る

と
考
え
、迷
う
こ
と
な
く
決
断
し
ま
し
た
。

　

入
職
し
て
感
じ
た
の
は
、隈
病
院
は
甲
状
腺

専
門
病
院
と
し
て
非
常
に
診
療
の
質
が
高
く
、

診
療
か
ら
カ
ル
テ
、動
線
ま
で
シ
ス
テ
ム
が
し
っ

か
り
し
て
お
り
、ま
さ
に
患
者
中
心
の
医
療
が

提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

　

将
来
、甲
状
腺
診
療
に
お
い
て
新
た
に
導
入

さ
れ
た
り
発
展
す
る
分
野
に
対
す
る
検
討
を
す

で
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。例
え
ば
遺
伝
学

的
検
査
で
す
。5
年
先
、10
年
先
に
は
、甲
状
腺

に
お
い
て
も
必
ず
遺
伝
子
を
利
用
し
た
診
療
が

極
め
て
重
要
と
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、そ
れ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、遺
伝
子
に
限
ら
ず

新
し
い
検
査
や
治
療
に
関
し
て
は
積
極
的
に
導

入
し
、甲
状
腺
専
門
病
院
と
し
て
、高
い
レ
ベ
ル

を
常
に
保
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

ま
た
、学
会
や
大
学
と
の
連
携
の
も
と
A
I

を
活
用
し
た
診
断
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
も
携

わ
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、肝
機
能
や
腎
機
能
と

い
っ
た
一
般
的
な
健
康
診
断
の
デ
ー
タ
か
ら
、

A
I
が
甲
状
腺
疾
患
を
見
つ
け
て
く
れ
る
と
い

う
も
の
で
す
。そ
の
他
に
も
、A
I
を
活
用
し
エ

コ
ー
画
像
か
ら
甲
状
腺
微
小
が
ん
を
予
測
す
る

隈
病
院
初
の
内
科
出
身
院
長
と
し
て
就
任

赤
水 
尚
史
新
院
長
の
目
指
す
未
来
と
は
？

は
じ
め
に

甲
状
腺
と
の
出
会
い

新
た
な
取
り
組
み
や
研
究

神
戸
甲
状
腺
研
究
会
か
ら

生
ま
れ
た
隈
病
院
と
の
縁
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こ
と
の
で
き
る
シ
ス
テ
ム
や
、採
血
ス
キ
ル
マ
ッ

チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
な
ど
、早
期
診
断
や
医
療
安

全
を
見
つ
め
た
複
数
の
A
I
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

も
参
画
し
て
い
ま
す
。患
者
さ
ん
に
と
っ
て
有
益

な
も
の
は
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
と
い
う

隈
病
院
の
姿
勢
は
、変
わ
る
こ
と
な
く
受
け
継

い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
内
科
・
外
科
・
放
射
線
科
・
精

神
科
に
加
え
、眼
科
に
も
注
力
し
、よ
り
総
合

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
患
者
さ
ん
に
最
適
な

医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
診
療
環
境
を
強
化

す
る
こ
と
も
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
で
す
。

　

隈
病
院
の
す
ば
ら
し
い
特
長
と
し
て
、甲
状

腺
専
門
病
院
と
し
て
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
存
在
で

あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。規
模

的
な
こ
と
で
は
な
く
、こ
こ
だ
か
ら
で
き
る
、あ

る
い
は
こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
治
療
や
検
査
を

提
供
で
き
る
と
い
っ
た
、コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
の

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
で
す
。甲
状
腺
疾
患
だ
っ
た
ら

隈
病
院
に
行
け
ば
い
い
と
い
う
患
者
さ
ん
の
安

心
感
は
も
ち
ろ
ん
、実
際
そ
れ
に
応
え
ら
れ
る

治
療
や
診
療
が
で
き
る
、そ
ん
な
病
院
は
あ
ま

り
な
い
と
思
い
ま
す
。日
本
に
と
ど
ま
ら
ず
、世

界
に
お
け
る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
皆
さ
ん
と
と
も

に
目
指
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

2 0 1 4 年 から2 0 1 8 年まで
隈 病 院に勤 務していた小田瞳 医 師の、
新しい挑戦の日々を紹 介します。

小田瞳先生の

挑戦の毎日

　皆さんこんにちは、2014年から2018
年12月まで隈病院に勤務していました医
師の小田瞳です。隈病院を退職後、神経の
難病を発症し、入院生活を経て、現在は在
宅で生活を送っています。今まで培った医
療の知識を生かしてできることを探す中、
難病や障害などで外出できない人と社会
をつなぐ遠隔型人型分身コミュニケーショ
ンロボット（OriHime：オリヒメ）の存在を
知りました。そしてこれをきっかけに、大阪
府吹田市に開設された「みんなの保健室」
で、オリヒメによる健康相談アドバイザーと
して活動を始めました。
　私の愛称は「オリヒメ母さん」。東京か
らオンラインでロボットを操作し、ロボッ
トに内蔵のカメラでその場の様子を見な
がら相談に乗っています。オリヒメ母さん
はまさに私の分身といえる存在です。
　「オリヒメ母さん」として活動して感じ
るのは、皆さんたくさんのことを話してく
れるということです。病院勤務の際は、限
られた時間で「患者さんの症状をよくしな
くては」という思いが強く、患者さんの話

したいことをすべて聞くのは難しい状況
でした。「みんなの保健室」は診療ではな
いのでゆったりと話ができ、カウンセリン
グのようです。健康への不安や子育ての
悩み、アレルギーについての相談から、手
術を控えた気持ちや甲状腺についての悩
みを受けることもあります。私自身、闘病
を経験していますので、病気を前にした気
持ちの揺れ動きなどがよく理解できます。
訪れた人の話をじっくり聞くことが、治療
へ前向きになるきっかけ、治療への橋渡
しとなれたらと願っています。
※オリヒメは分身ロボットカフェとともに、2021年度のグッド
　デザイン賞の大賞に選ばれました。

分身ロボット「オリヒメ母さん」として活動

　
京
都
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、神
戸
市
立
中

央
市
民
病
院
で
内
分
泌
学
を
専
攻
し
特
に
甲
状

腺
分
野
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
を
開
始
。そ
の
後
、京

都
大
学
大
学
院
や
米
国
国
立
衛
生
研
究
所

（
N
I
H
）留
学
中
に
は
、バ
セ
ド
ウ
病
の
病
因
・

病
態
に
関
す
る
研
究
を
行
い
、T
S
H
受
容
体
の

単
離
に
成
功
す
る
な
ど
、功
績
を
残
し
た
。ま
た
、

こ
れ
以
降
も
、倉
敷
中
央
病
院
、和
歌
山
県
立
医

科
大
学
な
ど
の
施
設
で
、内
分
泌
医
療
の
研
究
お

よ
び
診
療
に
尽
力
。重
篤
な
甲
状
腺
機
能
亢
進
状

態
か
ら
起
こ
る
甲
状
腺
ク
リ
ー
ゼ
の
診
断・治
療

方
針
を
ま
と
め
、国
際
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成

に
も
携
わ
っ
た
。こ
れ
ら
、数
多
く
の
臨
床
・
研
究

に
お
け
る
功
績
が
評
価
さ
れ
、国
内
外
の
学
会

で
、数
々
の
栄
誉
あ
る
賞
を
受
賞
。さ
ら
に
、日
本

甲
状
腺
学
会
理
事
長
、日
本
内
分
泌
学
会
代
表

理
事
、国
際
内
分
泌
学
会
理
事
な
ど
を
歴
任
し
、

国
際
的
に
も
広
く
学
会
の
発
展
に
貢
献
し
た
。

　
隈
病
院
で
は
、2
0
2
0
年
4
月
よ
り
副
院

長
に
就
任
し
、後
進
の
指
導
や
新
た
な
研
究
体

制
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。和
歌
山
県
立
医
科
大

学
特
別
顧
問
・
名
誉
教
授
も
務
め
る
。休
日
は
テ

ニ
ス
を
し
て
過
ご
す
こ
と
が
多
く
、宮
内
名
誉

院
長
と
は
テ
ニ
ス
を
通
し
た
旧
友
で
も
あ
る
。

赤
水 

尚
史

P
R
O
F
I
L
E

患
者
中
心
の

総
合
的
な
医
療
を
目
指
し
て

vol .
1

Info

note あかり訪問看護/みんなの保健室 検索

「みんなの保健室」（共和メディカルグループ運営）
年齢や疾患の有無に関係なく誰でも立ち寄れ、心が
落ち着ける場所を目指して開設された。「病院で相談
するほどのことではないのだけど」という小さな悩み
も相談できる。利用は無料。
◆住所／大阪府吹田市津雲台5-11-1-4
　　　　パークナードフィット津雲台1階
◆営業時間／月・水・木・金曜9:00～18:00
　　　　　　第2・4土曜9:00～12:00
※小田医師の活動は不定期（noteで告知）
※営業時間内でもスタッフが不在の場合があります。
◆電話／06-6831-1577
◆アクセス／阪急山田駅から徒歩4分
  小田先生の活動はこちらから
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10月

11月

12月

隈 ―病 ―院 ―の ―最 ―前 ―線

さまざまな講演や発表を行っています。

2021年10月28日～29日に、第54回日本内分
泌外科学会学術大会がオンラインにて開催され
ました。当院からは、シンポジウムにおいて、宮章
博副院長が「非特異的症状を有する原発性副甲
状腺機能亢進症への手術適応」、また、東山卓也
外科副科長が「当院における甲状腺未分化癌に
対する分子標的薬治療」、そして、舛岡裕雄外科
副科長が「術前から声帯麻痺を伴った甲状腺癌
手術147症例の検討」を講演しました。さらに、パ
ネルディスカッションでは、病理診断科の細胞検

査士 樋口観世子室長が「Whole slide image で
みる甲状腺穿刺吸引細胞診の見方」について、
イブニングセミナーでは、診療本部小野田尚佳
本部長が「がんゲノム医療時代の甲状腺癌にお
ける、MKI の役割」をテーマに、登壇しました。
この学会には、外科医以外にも内科医、放射線
科医、病理医も参加があり、上記以外にも、当
院から多くの医師が発表や、様々なセッション
において座長を務め、活発な意見交換に寄与
しました。

第54回日本内分泌外科学会学術大会に参加しました

学 会

1日 ATA（Annual Meeting of the American Thyroid Association）（Web開催）
医師 伊藤 康弘「Small primary cancers: observe, ablate, or operate?-Active surveillance: Experience and lessons」

1日
神戸免疫組織診断セミナー（Web開催）
医師 廣川 満良「甲状腺病理診断における免疫組織化学染色の応用」
検査技師 鈴木 彩菜「甲状腺細胞診でリアルに役立つ免疫染色」

4日 ATA（Annual Meeting of the American Thyroid Association）（Web開催）
医師 赤水 尚史「Thyroid Emergencies: Thyroid Storm: Myths and Facts」　

4日 倉敷芸術科学大学 講義（岡山県倉敷市）
医師 廣川 満良「甲状腺・唾液腺の病理細胞診」

21日 日本癌治療学会学術集会（神奈川県横浜市／Web開催）
医師 舛岡 裕雄「甲状腺癌に対する最新の治療戦略：IONMを活用した手術法」

28日
日本内分泌外科学会学術大会（Web開催）
医師 宮 章博、小野田 尚佳、木原 実、伊藤 康弘、東山 卓也、舛岡 裕雄、藤島 成、安藤 孝人、
佐野 奨、佐々木 崇博、能田 拓也、検査技師 樋口 観世子が発表

28日 ラジオ関西「みんなの健康相談」（兵庫県神戸市）
医師 宮 章博「甲状腺のがん」

5日 日本臨床化学会年次学術集会（福岡県福岡市）
医師 西原 永潤「イブニングセミナー 日常診療で遭遇する甲状腺関連検査のピットフォール」

11日 The 12th Asia Pacific International Academy of Pat（Web開催）
医師 廣川 満良「Cytologic interpretation of follicular patterned thyroid lesions」

5日 倉敷芸術科学大学（岡山県倉敷市）
検査技師 樋口 観世子「鏡検：甲状腺・唾液腺」

8日 細胞診断学各論Ⅴ（乳腺・甲状腺）（京都）
検査技師 鈴木 彩菜「甲状腺総合実習」　

9日

日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会（Web開催）
医師 中村 友彦「原発性副甲状腺機能亢進症とは」
検査技師 太田 寿「セッション名：質問コーナー　あなたの悩みをすっきり解決！？教えてエキスパート～甲状腺超音波検査～」
「甲状腺超音波ガイド下穿刺診断コーディネーターとしての医療安全」
検査技師 宮本 智子「甲状腺・頭頸部超音波検査　はじめの一歩　～副甲状腺～」

3日

The 43rd European Congress of Cytology（ポーランド／Web開催）
医師 廣川 満良「Clinical management of follicular neoplasms in the absence of molecular
test-the experience of a high-volume thyroid center in Japan」
検査技師 鈴木 彩菜「Comparison of liquid-based cytology and conventional smears in thyroid FNA」

18日
日本甲状腺学会学術集会（東京都千代田区／Web開催）
医師 宮内 昭、小野田 尚佳、西原 永潤、伊藤 充、深田 修司、工藤 工、笠原 俊彦、中村 友彦、久門 真子、
髙坂 和芳、髙橋 佐和子、南方 瑞穗、貴志 豪俊、 出口 ハンナ、中泉 伸彦、カウンセラー 田中 美香が発表

18日
日本臨床外科学会総会（東京都）
医師 伊藤 康弘「甲状腺乳頭癌N1症例をどう取り扱うか？」
医師 舛岡 裕雄「術中神経モニタリングによって進化した甲状腺手術」

20日 日本臨床細胞学会秋期大会（鳥取県米子市／Web開催）
医師 廣川 満良、林 俊哲、検査技師 樋口 観世子、太田 寿、山尾 直輝、鈴木 彩菜、田中 歩紀が発表

26日 臨床内分泌代謝Update（大阪府大阪市）
医師 赤水 尚史　会長企画「30年の歩みーそして未来へ」甲状腺分野における過去30年の進歩と未来

3日 9th Turkey Thyroid Diseases E-Congress（Web開催）
医師 伊藤 康弘「Active surveillance thyroid cancer」

▼ P7へ

▼P7へ

2021年9月30日～10月4日にオンラインで
ライブ開催された米国甲状腺学会において、
赤水院長（当時 副院長）と伊藤治験臨床試験
管理科科長が招待講演を行いました。赤水院
長は、“Thyroid Storm:Myths and Facts
（甲状腺クリーゼ：神話と事実）”、伊藤治験臨床試
験管理科科長は、“Active surveillance for 
papillary thyroid microcarcinoma（甲状腺
乳頭癌に対する積極的経過観察）”と題してそ
れぞれ講演を行いました。

赤水院長と伊藤康弘治験
臨床試験管理科科長が
米国甲状腺学会において講演

講 演

2021年11月18日～20日に、第64回日本甲
状腺学会学術集会が、COVID-19蔓延の影響
のため東京都・都市センターホテルとオンライ
ンのハイブリッドにて開催されました。宮内昭
名誉院長（当時院長）が特別シンポジウムで、
また、内科副科長の西原永潤医師は、専門医教
育セミナーで講演しました。さらに、赤水尚史院
長（当時 副院長）が、会長企画・理事長講演お
よび企業共催セミナーにて、座長を務めまし
た。そして、外科副科長の伊藤康弘医師も、専
門医教育セミナーIで座長を務めました。
学会は、1000名を超える多数の参加者があ
り、内分泌疾患に関する様々な情報の交換が
活発に行われる中、上記以外にも発表やコメン
テーターを務めるなど、当院の医師が多数参加
しました。

第64回日本甲状腺学会
学術集会に参加しました

赤水院長
講演後の質疑応答の様子

伊藤科長
講演開始時の様子

▼ P7へ

学 会

67 KUMA+KUMA+



研修・見学の記録
国内外から研修・見学のために隈病院を訪れる甲状腺医療に携わる方々をご紹介します。

最新のニュースについて、詳しくは当院Webサイトをご覧ください

アメリカ甲状腺学会は、甲状腺の専門誌
“Thyroid”、内分泌に関するビデオを載せる
“Video Endocrinology”、および甲状腺に
関する注目すべき論文を紹介する“Clinical 
Thyroidology”の3つを発行しています。隈
病院では、名誉院長 宮内昭を中心に、担当委
員会を構成し、Clinical Thyroidologyに定
期的に注目すべき論文を紹介してきました。
2021年10月8日朝にオンラインで開催され
たClin ical Thyroidologyの編集委員会
に、宮内名誉院長（当時 院長）と赤水尚史院
長（当時 副院長）が参加しました。同年末に
宮内名誉院長が編集委員を降りて赤水院長
に交代することを案内し、赤水院長が他の委
員たちに挨拶しました。編集委員会では

Clinical Thyroidologyの閲覧やダウンロー
ドが年々増加していることが報告され、将来
のビジョンも説明されました。なお、アメリカ
甲状腺学会は2023年に創立100周年を迎
え、それに向けての特別企画も計画される予
定です。

Clinical Thyroidologyの編集委員会に参加しました

学 会

2021年12月3日に、トルコでオンライン開催
された第9回National Thyroid Disease 
Congressで、伊藤康弘治験臨床試験管理
科科長が、甲状腺微小癌について講演いたし
ました。トルコではまだ微小癌の経過観察が
ほとんど行われておらず、癌進行の予測因子
はないのか、法的な問題はどうなるのかなど
多くの質問が出て有意義な会となりました。
隈病院から世界で初めて発信した甲状腺微

小癌の積極的経過観察が、徐々に世界的に浸
透していく様を実感いたしました。

第9回National Thyroid Disease Congressで
伊藤康弘治験臨床試験管理科科長が
甲状腺微小癌について講演

オンライン会議の様子と参加者（一部）

講演する
伊藤康弘医師

　今回、「甲状腺といえば隈病院」と有名なこちらで、超音波検
査を学びたいと訪問させていただきました。隈病院を見学して、
ほかの病院と異なる点は、なんといっても、独自に作成した超
音波クラス分類（USC）[1]を使用しているところではないで
しょうか。医師が、結節（できもの）の悪性/良性の判断をするの
に、わかりやすくなるという利点がありますし、勉強させていた
だけて良かったです。

　さらに、初診時に、「診察」「検査」「検査結果通知」までを行う「ワンデイ・ケアパス」のシステム
も、一般的には、診断結果が出るまでに何度も来院するイメージがありますが、１日で結果まで分
かって、患者の皆様が、不安な中で過ごす時間が短くて済むのは良いですよね。私も、自分の担当
した検査結果に対して、医師がどういった判断をされるのかを、必ず確認するようにしていますの
で、すぐに診断を知ることができるのは、検査技師にとっても有益だと感じます。

　検査の流れもスムーズで、すごい！と感心してしまいました。甲状腺は首のところにある小さな
臓器なので、結節の大きさや見え方次第で、診断を行うのは非常に難しいです。最終的には、血液
データなどと照らして、医師による総合的な判断が行われるのですが、超音波検査の結果として
どう理解して所感を残すべきか、迷うこともあります。その点でも、隈病院は甲状腺疾患の専門病
院ですから、甲状腺疾患の経験豊富な検査技師がたくさんいらっしゃいますし、お互いに意見を
交わしながら症例検討をされている事にも感銘を受けました。
　本日、検査の一連の流れを見学し、検査技師の皆様に丁寧に教えていただいて、大変勉強にな
りました。今日の学びを持ち帰って、今後の成長につなげたいと思っています。

[1] 甲状腺結節（できもの）の診断に、悪性である可能性の高さに準じて５段階で評価を行う。

FOCUS!FOCUS!

“検査から診断まで、新しい学びを得られました“

10月 医師1名（国内） 11月 医師2名（国内）検査技師1名（国内） 12月 医師1名（国内）

和泉市立総合医療センター 臨床検査技師 野田 恵美

講 演

独自システムの良さを実感

症例検討の積極的な姿勢に感銘

89 KUMA+












